
技能実習生の受入れに関する実態アンケート
回答マニュアル



育成就労制度の受入れ対象分野とアンケートの目的

育成就労制度の受入れ対象分野

◎ 技能実習制度に替わる新たな制度である育成就労制度の受入れ対象分野（育成就労産業分野）は、
特定技能制度における受入れ対象分野（特定産業分野）のうち、我が国において就労を通じて技能を
修得させることが相当な分野から選定します。

◎ そのため、育成就労制度では、現在、技能実習生を受け入れている職種・作業（業務）に対応する
特定産業分野がない場合には、外国人を引き続き受け入れることができなくなります。

アンケートの目的

◎ 「技能実習生の受入れに関する実態アンケート」は、以下の①及び②の両方に該当する実習実施
者から回答を集め、受入れ実態を把握するために行うものです。
① 特定技能制度において行わせることができない職種・作業（業務）で技能実習生を受け入れている
実習実施者
② 育成就労制度においても引き続き①の業務において外国人の受入れを希望している実習実施者

※本アンケートで受入れを希望する旨を回答したとしても、育成就労制度において、必ず外国人を受け入れることができるわけではありません。
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アンケートの回答の手順－【Ｑ１】について

ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１

該当する職種・作業
がある場合

資料①のＰ２～６を
確認の上、現在技
能実習生を受け入
れている「職種名」
及び「作業名」を確
認してください。

(例)

(例)

STEP１で確認した
職種・作業の右に記
されている分野を確
認してください。

該当する職種・作業がない場合(Ｂ)

【矢印Ａ（移行対象職種（下記（注意１）を
参照）の方】
資料①のP７～８を確認してくださ
い。
現在技能実習生を受け入れている
事業所がSTEP２で確認した分野の
「受入れ機関の取得すべき許可及
び事業所の事業内容等に係る要
件等」に該当するかを確認してくだ
さい。

【矢印Ｂ（非移行対象職種）の方】
資料①のP７～８を確認してくださ
い。
現在技能実習生が従事している業
務が、「従事する業務」に該当し、
かつ、現在技能実習生を受け入れ
ている事業所が「受入れ機関の取
得すべき許可及び事業所の事業
内容等に係る要件等」に該当する
分野があるかを確認してください。

Ａ
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く

ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３

【Ｑ１】現在、受け入れている技能実習生の職種・作業（業務）は、特定技能制度での受入れが認められていますか？

ＳＴＥＰ４ＳＴＥＰ４

【「工業製品製造業」、「飲食料
品製造業」、「木材産業」の分野
に該当する方】
資料①の別紙一覧を確認の上、
事業所が「事業の分類」のいず
れかに該当するかを確認してく
ださい。

「工業製品製造業」、「飲食料品
製造業」、「木材産業」に該当す
るかを確認してください。

該当しない

該当する
又は

分野がある

該
当
す
る

該当しない
又は

分野がない

該当する

(注意１）現在、「家具製作」、「リネンサプライ」、「ゴム製品製造」、「アルミニウム圧延・押出製品製造」、「ボイラーメンテナンス」の職種において技能実習生を受け入れている場合には、上記の
手順に該当しないため、「いいえ(特定技能制度においては受け入れることができない)」を選択してください。)
（注意２）複数の事業所、職種・作業（業務）で技能実習生を受け入れている場合には、複数の事業所、職種・作業（業務）の数に応じて、複数回アンケートに回答してください。

該当しない
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(例)



アンケートの回答の手順－【Ｑ２】・【Ｑ３】について

【Ｑ２】現在、技能実習生を受け入れている職種・作業（業務）において、技能実習制度での受入れが終了し、
新制度が開始された後も、引き続き、新制度での外国人の受入れを希望しますか？

○【Ｑ２】で確認いただく資料はありません。
○「はい（受入れを希望する）」を選択すると、【Ｑ３】に進みます。
○「いいえ（受入れを希望しない）」を選択すると、アンケートは終了になります。

【Ｑ３】技能実習生が就労する「事業所」の業態について、下記の資料②「日本標準産業分類」のコード番号で
回答してください。

○資料②を確認してください。
○大分類を英字の大文字１字（全角）、細分類は数字４桁（全角）で回答してください。

大分類

中分類

小分類

細分類

（例）果樹作農業の場合
大分類は「Ａ」、細分類は「０１１４」のため、
回答は「Ａ０１１４」となります。

資料②の抜粋
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アンケートの回答の手順－【Ｑ４】・【Ｑ５】・【Ｑ６】について

【Ｑ４】現在、行っている技能実習の業務内容についてお尋ねします。受入れ中の技能実習生が従事している業務
が移行対象職種・作業であるか否かを選択してください。

(例)

資料③を確認してください。
資料③は移行対象職種・作業を整理した表になるため、資料③に
現在行っている技能実習の業務内容がある場合には、移行対象
職種・作業ということになります。

【Ｑ４】で「移行対象職種・作業である」を
選択した方

【Ｑ４】で「移行対象職種・作業ではない」を
選択した方

【Ｑ５】技能実習計画の認定申請書に記載してい
る資料③の「職種・作業コード番号」を回答
してください。

資料③を確認してください。

（例）職種が「ボイラーメンテナンス」で作業が「ボイラー
メンテナンス作業」の場合、「職種・作業コード番号」
（回答）は「９９－２－１」となります。

※回答は全角でお願いします。

【Ｑ６】現在、技能実習生が行っている業務内容を
できるだけ詳しく記載してください。

【Ｑ６】で確認いただく資料はありません。

回答をするに当たっては、具体的に、どのような種類の
製品、食品、材料、施設、サービス等を扱って、どのような
業務をするのかが分かるように記載してください。

（記載例）自動車の車体の製造・組立、化粧品の製造
ゴルフ場の整備 など

資料③の抜粋

資料③の抜粋
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アンケートの回答の手順－【Ｑ７】・【Ｑ８】・【Ｑ９】について

【Ｑ７】実習実施者の名称を記載してください。
【Ｑ８】実習実施者届出受理番号を記載してください。

○【Ｑ７】及び【Ｑ８】で確認いただく資料はありません。
○【Ｑ７】については、実習実施者の名称を記載してください。
○【Ｑ８】を回答するに当たり、団体監理型の技能実習を行っている実習実施者の方で、監理団体に届出を
依頼した等の理由により、実習実施者届出番号が不明な場合には、監理団体にご確認ください。

【Ｑ９】実習実施者の主たる業態について、下記の資料②の「日本標準産業分類」のコード番号で回答してくだ
さい。

○資料②を確認してください。
○大分類を英字の大文字１字（全角）、細分類は数字４桁（全角）で回答してください。

（例）果樹作農業の場合
大分類は「Ａ」、細分類は「０１１４」のため、
回答は「Ａ０１１４」となります。

大分類

中分類

小分類

細分類

５

資料②の抜粋



アンケートの回答の手順－【Ｑ１０】～【Ｑ１３】について

【Ｑ１０】事業所において受け入れている技能実習生の人数を回答してください。

○１つの事業所において受け入れている技能実習生の人数を算用数字（全角）で回答してください。

※【Ｑ１０】から【Ｑ１３】までの質問への回答に当たり、確認いただく資料はありません。

【Ｑ１１】実習実施者が所属する業界団体を回答してください。

【Ｑ１２】実施している技能実習の区分を選択してください。
【Ｑ１３】【Ｑ１２】で「企業単独型技能実習」を選択された方にお尋ねします。現在どのような事業所から技能実
習生の受入れを行っているか選択してください。

○【Ｑ１２】では、実施している技能実習の区分について、「団体監理型技能実習」と「企業単独型技能実習」の
うちから選択してください。
○【Ｑ１３】は【Ｑ１２】で「企業単独型技能実習」を選択された方のみ回答してください。

６

○業界団体については、「●●法人●●組合」、「●●協会」、「●●連盟」などと記載してください。


